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エコマークは30周年を迎えました

１９８９年２月

エコマーク制度開始

エコマークのデザインは、

一般公募によ り 応募総数

２,２６６点の中から選ばれ、

「私たちの手で、 地球を、

環境を守ろ う 」 と い う 思

いを表しています。

１９８９年３月

最初のエコマーク商品

４６点が誕生

最初のエコマーク認定

商品は、 スーパーマー

ケ ッ ト などで手に取る

こ と ができ る日用品等

の商品でし た。

１９９４年

世界エコラベリング ・ ネッ ト

ワーク （ＧＥＮ） 設立

現在、 エコマーク と同じ タ イ

プの ２９の環境ラベルが、５０

カ国以上で展開されてお り、

エコマークは国際的にも中心

的な役割を果たし ています。

１９９６年 　 認定における

評価方法の見直し

「リ サイ クル」 など単一の

指標によ る評価から、９０

年代後半にできた ＩＳOの

規格に従って、 ラ イ フサ

イ クル全体の環境負荷を

考えた評価にな り ま した。

１９９６年

エコマークニュース

発行開始

２０００年

常設展示エ リ ア 「エコ

マークゾーン」 オープン

（おおさか ＡＴＣ グ リ ー

ンエコプラザ内）

２００４年 　

ＧＥＮ年次総会を日本で開催

２０１０年

エコマーク

アワード開始

２０１５年 　 エコマーク商品に

よる ＣＯ２ 削減効果を公表

１ 年間に販売されたエコマーク

商品のラ イ フサイ クルにおける

ＣＯ２ 削減効果は１０１万 ト ン。

２０１７年 　

飲食店の認定開始

エコマーク認定飲食店

は全国で ２,５００ 店舗以

上に広が り ま した。

２００１年

グ リーン購入法施行

同法の施行は組織購入に

おけるエコマークの活用

拡大の契機と な り ま した。

２０１６年 　

エコマーク認知度

調査を実施

２００２年 北欧・ ノルデ ィ ッ ク

スワン との相互認証協定合意

以降、 海外の環境ラベルと の相互

認証協定の締結が進み、現在は１０

機関と 協定を結んでいます。

調達時にエコマーク を参考にする地

方自治体 （平成24年度環境省調査）
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３０周年記念エコマークフォーラム開催

２０１９年１月１２日に、 エコマーク ３０周年を記念し て ２０１８年度 「エコマーク フ ォーラ ム」 を開催し ま し た。 本フ

ォーラ ムでは 「エコマーク アワード ２０１８」 の表彰式のほか、 エコマーク ３０ 年のあゆみの紹介、 写真コ ンテス ト の

表彰式、 ト ーク シ ョ ーを行いま し た。 以下に概要を報告し ます。

● 「エコマークアワード ２０１８」 表彰式

「エコマーク アワード ２０１８」 の表彰式を行いま し た。 ２０１０ 年度に創設されたエ

コマーク アワード は、 環境配慮商品の普及に関する優れた事例を広 く 公表する と と

もに、 エコマーク商品のよ り 一層の普及拡大を通じ て、 持続可能な社会の実現に寄

与する こ と を目的と し ています。 今回が９回目と な る 「エコマーク アワード ２０１８」

では、 最優秀賞を受賞し た宝酒造株式会社をはじめ以下の ６ 団体が選ばれま し た。

「エコマークアワード ２０１８」 受賞者による記念撮影 受賞者の取り組み紹介の様子

　 受賞団体への賞状、 ト ロ フ ィ の授与後、 エコマーク アワード ２０１８選考委員長の筑波大学大学院 西尾チヅル教授

によ り 講評が行われ、 続いて各受賞団体から受賞のあい さつと取 り 組みの紹介が行われま し た。

◆受賞団体によ る取 り 組み紹介資料の一部は、 エコマーク事務局ウ ェブサイ ト にてご覧いただけます。

（ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｉｎｆｏ/ｆｏｒｕｍ/2018.ｈｔｍｌ）

「エコマークアワード ２０１８」 受賞団体 ・ 商品

最優秀賞 宝酒造株式会社
　 　 　 　 容器包装を中心と し たごみ問題への取 り 組み

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ～商品開発から様々なステーク ホルダー と連携し た取 り 組みまで～

優 秀 賞 東芝テ ッ ク株式会社
　 　 紙を リ ユースする こ と で紙の使用量が削減でき る複合機

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「Ｌｏｏｐｓ ＬＰ３５/４５/５０」 の開発 ・ 販売　　　　　　　　　　　　

優 秀 賞
東洋イ ンキ株式会社 　 　

エコマーク商品の継続的販売 と持続可能性への貢献の明確化
／東洋イ ンキグループ

優 秀 賞 ミ サワホーム株式会社 １００ ％ リ サイ クル素材 「Ｍ-Ｗｏｏｄ２」 を初め とする環境技術開発

審査員特別賞 株式会社フ ァ イ ン 　 　 「グ リーンステーシ ョ ン」 によ るエコマーク普及促進の取 り 組み

エコ ・ オブ ・

ザ・ イヤー
モスバーガー [認定番号 ： 17 505 002]  （株式会社モス フード サービ ス）
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〈最優秀賞作品〉

小学生部門 「川を守るぞ、 川ガキ隊！」

埼玉県 鈴木花さん

中学生部門 「夏休み」

兵庫県 橋本さゆき さん

高校 ・ 大学生部門 「正月が来た」

新潟県 篠﨑万智子さん

●エコマーク ３０ 年のあゆみ

　 エコマーク がス ター ト し た １９８９年２月からの ３０年におけるエコマーク の主な活動や関連事項を、 エコマーク事

務局よ り 紹介し ま し た。 また、１９８９ 年から継続し て認定を取得し ている企業を紹介する と と も に、 現在の取 り 組み

と今後の展望について述べま し た。

● ３０ 周年記念写真コンテス ト表彰式

　 エコマーク ３０ 周年を記念し て実施し た写真コ ンテス ト の最

優秀賞の表彰式 と入賞作品の紹介を行いま し た。 「その手で守

る ３０ 年 －あなたの大切な も のは？－」 をテーマに撮影され

た写真について、 小学生、 中学生、 高校 ・ 大学生の各部門の最

優秀賞受賞者が、 作品への想いを話し ま し た。

　 各部門において最優秀賞を受賞し たのは、 下記の３名の方々

の作品です。 入賞作品な らびにそれぞれの写真に込め ら れた

想いを、 ３０ 周年記念ウ ェブサイ ト にてご覧いただだけます。

（ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/３０ｔｈ/）

●マザーアース×エコマーク ト ークシ ョ ー

　 プロ グ ラ ムの最後には、 環境省の森里川海プロ

ジ ェ ク ト のア ンバサダーであ る マザーアース と

エ コ マー ク に よ る ト ー ク シ ョ ーを行い ま し た。

両者の コ ラ ボ レーシ ョ ンに よ る新たなプ ロ ジ ェ

ク ト の話題を中心に、 メ ンバー一人ひと り が考え

る、 地球にやさ しい理想的な ラ イ フ ス タ イルにつ

いて、 熱 く 語っていただき ま し た。

トークシ ョ ーの様子

写真コンテス ト最優秀賞

受賞者記念撮影
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　 宝酒造株式会社は、 エコマーク認定の超軽量びんを

はじめ、 容器包装の ３Ｒ （ リ デュース ・ リ ユース ・ リ サ

イ ク ル） につながる商品開発を進める と と も に、 ４ つ

めの Ｒ （ リ フ ューズ） と し て酒類のはか り 売 り を全国

で展開する など、 容器の環境配慮に向けた広範な取 り

組みを進めています。 さ ら に、 ＮＰＯ な ど と の協働に

よ る地域での環境活動や環境教育を通じ て、 環境意識

の高揚、 環境負荷の低減に結びつけています。

■容器の軽量化と リサイクル性向上

　 宝酒造は、 １９８９ 年に日本で初めて スポーツ ド リ ン

ク 「ＰＡＤＩ」 に缶から タブ （引き金） が外れないステ イ

オン タブを採 り 入れるなど、 早 く から容器の環境配慮

に取 り 組んでき ま し た。

　 リ デュースの視点か ら は、 ２００４ 年に 「タ カ ラ有機

本み り ん」 に、 従来のも のに比べて約 ３ 割軽い “超軽

量びん” を採用し ま し た。 本商品は後述の “はずせる

キ ャ ッ プ” も採用し てお り 、 ２００８ 年にエ コ マーク の

認定を取得し ま し た。 このほか、 アル ミ 缶、 ＰＥＴ ボ ト

ル、 ガラ スびんなどの容器に関し て も、 継続し て軽量

化に取 り 組んでいます。

　 商品開発においては、 消費後に リ サイ クルがしやす

い容器の設計に も取 り 組んでいます。 １９９９ 年には本

み り んや料理用清酒に、 ボ ト ル本体 と キ ャ ッ プ部分を

容易に分離でき る “はずせる キャ ッ プ” を採用し ま し

た。 また、 容器本体も キ ャ ッ プも プラ スチ ッ ク素材で

でき たパウチパッ ク は、 分別 ・ 分解が不要で簡単にコ

ンパク ト にし て リ サイ クルに出すこ と ができ、 松竹梅

「天」 のほか、 焼酎や本み り んな ど多 く の商品に用い

られています。 ２０１６年には、 松竹梅 「京のあま く ち」

の紙パッ ク容器に、 消費後の解体を容易にし た新しい

紙容器 “ＥＰ-ＰＡＫ　オルカ ッ ト ” を採用し ま し た。

■売り方や容器回収の仕組みの見直し

　 リ ユースの促進に向けては、 １９９４ 年か ら主力商品

の宝焼酎 「純」 ７２０ｍLびんを リ ターナブルびんに切 り

替え、 従来の四角い形状のも のから、 リ ユースに適し

た、 洗浄しやす く 破損しに く い丸みを帯びた形状のび

んに変更し ま し た。 また、 一升びんの使用量が ト ッ プ

ク ラ スの企業 と し て、 商品出荷時に段ボール箱ではな

く 、 回収時に必要な通い箱の利用に努め る と と も に、

回収された洗いびんを積極的に購入し ています。

　 また同社では、 リ フ ューズ と い う 視点から、 商品の

中身だけを販売する 「焼酎のはか り 売 り 」 を独自に進

めてお り 、 そのために １ｋL と ２００L のはか り 売 り 専用

タ ン ク を開発し ま し た。 工場で専用タ ン ク に焼酎を詰

めて販売店に直送し、 消費者が家庭にあ る ＰＥＴ ボ ト

ルなどの空容器を持参し て、 必要な分だけを購入する

仕組みになっています。 １９９８ 年のはか り 売 り 開始以

来２０１８年３月末までに、 ２.７LのＰＥＴボ ト ル換算で約

９００ 万本を節約する こ と ができ ま し た。

■ステークホルダーとの連携による取り組み

　 宝酒造では、 容器の生産や使用に伴 う 環境負荷を低

減する ために、 ほかの企業や ＮＰＯ など と の協力を通

じ た取 り 組みも進めています。

　 リ サイ クルの促進に向けた取 り 組みと し て、 灘 ・ 伏

見地区酒パッ ク循環システムの構築 ・ 運営に参画し て

おり、灘地区および伏見地区の清酒メーカーが協力し、

それまで各社で処理し ていた製造工程で発生する酒パ

ッ ク容器の損紙を、 効率よ く 共同回収し再生紙化し て

います。 参加企業は、 損紙から生まれた再生紙を積極

的に利用し資源を循環させる こ と にも努めてお り 、 宝

酒造では環境展示会等で使用するパネルやイベン ト で

配布する ノベルテ ィ ーなどに利用し ています。

エコマークアワード ２０１８受賞団体の取り組み紹介

最優秀賞 　 宝酒造株式会社

容器包装を中心と したごみ問題への取り組み

～商品開発から様々なステークホルダーと連携した取り組みまで～

従来のものより約 3 割軽い “超軽量びん” を

採用した 「タ カラ有機本みりん」
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　 ま た、 地域の環境 ＮＰＯ と の協働によ り 、 夜店や屋

台などで使用される食器を使い捨てのも のから リ ユー

ス食器に転換する取 り 組みに協力し てお り 、 食器の返

却を促すシールの作成や資金面の支援など を通じ て、

リ ユース食器の普及な らびに利用時の回収率の向上に

貢献し ています。

■小学生を対象とする環境教育の実施

　 宝酒造では、 事業活動と の関連を重視し ながら、 小

学生や家族を対象とする環境教育も行っています。

　 宝酒造 「エコの学校」 は、 ごみの現状やごみを減ら

す方法について学ぶプロ グ ラ ムで、 京都市、 神戸市、

東京都江東区、 名古屋市の環境学習施設で夏休みに各

２ 回開催し ています。 授業は、 「自分たちが住む街の

ごみの現状を知る」 「ごみを減らす方法を学ぶ」 「 リ サ

イ クル体験」 の３部構成と なってお り 、 「ごみを減らす

方法を学ぶ」 では、 簡単にで き る ごみを減 ら す方法

（３Ｒ）、 エ コ マー ク をは じ め環境に配慮し た商品を見

分ける方法、 宝酒造の環境配慮の取 り 組みなどについ

て説明を行っています。

　 宝酒造 「田んぼの学校」 は、 自然環境を守る こ と の

大切さや自然の恵みのあ り がた さ を伝え る こ と を目的

と し た環境教育＆食育プロ グ ラ ムです。 宝酒造、 環境

ＮＰＯ、 地元農家や看護師、 行政の協力によ り 実施され

てお り 、 お米作 り 体験 （田植え、 草取 り 、 稲刈 り 、 脱

穀）、 田んぼ周辺の自然観察、 収穫し たお米を使った

親子での料理、 稲わら を使った正月の注連飾 り づ く り

体験などで構成されています。

　 同社では、 商品の環境配慮を進める と と もに、 教育

活動など を通じ て環境意識の高揚を図る こ と によ り 、

環境負荷の少ない生活の広が り に貢献し ています。

新しい認定商品分野の紹介

商品類型 「電力プ ラ ン」 を新設しました

２０１６ 年に電力の小売自由化が始ま り 、 消費者が自

ら使用する電気 （電力プラ ン） を選べる よ う にな り ま

し た。 エコマーク では、 消費者が家庭で使 う 電力を選

ぶ時に 「環境に配慮し た電力」 と い う 選択肢を設ける

こ と で、 消費者の環境意識を高め、 持続可能な社会形

成に向けた行動を促す こ と を目的 と し て、 商品類型

「電力プラ ン」 を新設し ま し た。

「電力プ ラ ン」 の認定基準では、 ＣＯ２ 排出係数や再

生可能エネルギー等の利用率に加

え、 これら の事項を消費者にわか

り やす く 説明する こ と を求めてい

ます。 また、 再生可能エネルギー

に よ る発電におけ る環境配慮や、

小売電気事業者自ら が行っている

環境面の取 り 組みなど も評価し て

います。

　 エコマーク を活用し て、 環境に

配慮し た電力プラ ンの情報発信が

行われる こ と で、 消費者の環境配

慮行動の後押し と な る こ と を期待

し ています。

宝酒造 「エコの学校」／ごみを減らす方法の説明
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ド イツ ・ ブルーエンジェル 40 周年記念国際会議に参加しました

　 ド イ ツ・ブルーエンジェルが制度開始４０周年を迎え

るにあた り ２０１８ 年 １０ 月 ２５ 日に開催された国際会議

に参加し ま し た。 エ コ マーク事務局は、 「グ ローバル

化するマーケ ッ ト において環境ラベルが抱え る課題や

チャ ン ス」 をテーマ と し たセ ッ シ ョ ンにパネ リ ス ト と

し て登壇し、 社会的側面に対する タ イプⅠ環境ラベル

の在 り 方や優良誤認 （グ リ ーン ウ ォ ッ シング） に対す

る対応等について議論し ま し た。

ベ ト ナムへの技術協力について

２０１８年１１月２１日、２２日の２日間にわた り、ベ ト ナ

ム ・ハノ イにあ るベ ト ナム天然資源環境省 （ＭＯＮＲＥ）

を訪問し、環境ラベルおよびグ リーン公共調達 （ＧＰＰ）

の技術協力に関する協議を行いま し た。

 前年度までの協議を踏まえ、 ベ ト ナム ・ グ リ ーン ラ

ベル基準の共同開発や相互認証、 ベ ト ナムの ＧＰＰ を

支援するためのワーク シ ョ ッ プの開催等について議論

し たほか、 エコマーク制度やグ リ ーン購入法等、 日本

における取 り 組みを紹介し ま し た。

国際協力活動

ＧＥＮ役員会 ・ 年次総会に出席しました

２０１８ 年１０ 月２２日～２３日に ド イ ツ ・ ベル リ ンで開

催された世界エコ ラベ リ ング ・ ネ ッ ト ワーク （Ｇｌｏｂａｌ

　Ｅｃｏｌａｂｅｌｌｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ ： ＧＥＮ） の役員会および年次

総会に出席し ま した。近年、サプラ イチェーンのグロー

バル化や社会的側面を考慮し た基準への適用など、 タ

イプⅠ環境ラベルを取り巻く環境が大き く変化する中、

タ イプⅠ環境ラベルが取るべき方向性や対応について

ワーク シ ョ ッ プを開催し、 積極的な情報交換を行いま

し た。 来年度は中国 ・ 北京で開催される予定です。

※ ＧＥＮ ウ ェブサイ ト

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｇｌｏｂａｌｅｃｏｌａｂｅｌｌｉｎｇ.ｎｅｔ/）
ＧＥＮ 年次総会の様子

ブルーエンジ ェル ４０ 周年記念国際会議の様子

トピックス

「エコプロ ２０１８」 に出展しました

２０１８ 年 １２ 月 ６ 日～８ 日に東京ビ ッ グサイ ト にて開

催された 「エコプロ ２０１８」 に出展し ま し た。

３０ 周年を迎え る エ コ マーク の成 り 立ちや、 今話題

と なっているプラ スチッ ク と エコマーク の関わ り につ

いて、 そ し て、 新たに対象と なった商品分野 （「電力プ

ラ ン」 「レ ス ト ラ ン」 「ラ ミ ネーター」 「機密文書処理

サービ ス」） をパネルや展示品にて詳し く 紹介し ま し

た。 さ らに、 「エコマーク アワード ２０１８」 受賞団体の

発表や、３０ 周年記念写真コンテス ト 入賞作品の展示を

行いま し た。 ブース内の展示をエコマーク ス タ ッ フが
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エコマーク活用セ ミナー （「小売店舗」 「ホテル ・ 旅館」） を開催しました

２０１９ 年 ２ 月に、 全国 ８ カ所でエ コ マーク 活用セ ミ

ナー 「『選ばれる小売店舗、 ホテル ・ 旅館の新基準』 ～

環境経営 と エコマーク～」 を開催し ま し た。 これから

の時代に求められる環境経営について、 国等が進めて

いる ＳＤＧｓ、 食品ロ ス削減、 プラ スチ ッ ク容器包装削

減等の動向を説明し ま し た。 また、 こ う し た取 り 組み

の推進に活用でき るエコマークの商品分野と して、３ 月

１日付で新たに制定された小売店舗、 ホテル・旅館の認

定基準 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ を紹介し ま し た。

　 エコマーク では、 年間を通し て各種セ ミ ナーを開催

し ています。 セ ミ ナーの開催案内については、 ウ ェブ

サイ ト にてお知らせいた し ます。

各地の環境イベン ト に出展しました

左 ： 「中央区エ コ まつり」

右 ： 「環境広場さ っぽろ」

エコマーク は、 各地で開催された以下の環境イベン ト に出展し ま し た。

・ ２０１８年６月３日　 「中央区エコ まつ り 」 （東京都中央区 あかつき公園）

・ ２０１８年６月２３日、 ２４日　 「環境広場さ っぽろ」 （札幌市 札幌ドーム）

・ ２０１８年１０月８日　 「エコ メ ッ セ ２０１８ ｉｎ ちば」 （千葉市 幕張 メ ッ セ国際会議場）

・ ２０１８年１０月１２日、 １３日　 「 く ら し フ ェ ス タ東京 ２０１８」 （東京都新宿区 新宿駅西口広場イベン ト コーナー）

・ ２０１８年１１月３日　 「大阪 ＡＴＣ こ ど もエコ ク ラ ブ交流会」 （大阪市 ＡＴＣ）

・ ２０１８年１１月１７日　 「なかのエコ フ ェ ア ２０１８」 （東京都中野区 中野四季の森公園北側拡張部）

・ ２０１９年２月２日、 ３日 「 リ ーフエコ博」 （愛知県稲沢市 リ ーフ ウ ォーク稲沢）

・ ２０１９年２月１１日　 「Ｃｈｉｂａ Ｗｉｎｔｅｒ Ｆｅｓ ２０１９」 （千葉市 千葉大学西千葉キ ャ ンパス）

解説し て周る ク イ ズツアーには、 ３ 日間で約 １,５００ 名

の方にご参加いただき ま し た。

　 また、 イベン ト 初日の６日には、

エ コ プ ロ ２０１８ 同時開催セ ミ ナー

「世界のグ リ ーン公共調達 と 環境

ラ ベルの最新動向」 （主催 ： 環境

省、 日本環境協会） を開催し ま し

た。 「２０１８　サーキ ュ ラー ・ エコ ノ

ミ ー ・ パ ッケージ」 やその中核で

あ る 「ＥＵプラ スチッ ク戦略」 によ

る世界的な影響が注目されてい る

欧州をはじめ、 ＡＳＥＡＮ地域、 北

米から専門家を招き、 各国の最新動向を詳し く 解説し

ていただき ま し た。

エコマークブースの様子 セ ミナーの様子
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認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいたし ます。

認定基準の策定

　 新しい対象分野と し て、 「加煙試験器」 および 「シェ ア リ ングサービ ス」 の認定基準の策定を進めています。 各

認定基準案の意見募集等はウ ェブサイ ト にてご案内し ます。

編集 ・ 発行／公益財団法人 日本環境協会 　 エコマーク事務局

〒 １０３-０００２　東京都中央区日本橋馬喰町 １-４-１６ 馬喰町第一ビル ９F

TEL：基準 ・ 認証課 ０３-５６４３-６２５３　　FAX：０３-５６４３-６２５７ （各課共通）

事業推進課 ０３-５６４３-６２５５

契約 ・ 監査課 ０３-５６４３-６２５５

Homepage : https://www.ecomark.jp　 　 E-mail : info＠ecomark.jp

エコマークニュース 第 １０３ 号 ２０１９ 年 ３ 月 ２０ 日発行

エコマークは (公財)日本環境協会の登録商標です。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

５０１ 小売店舗 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ （見直し） ２０１９ 年 ３月１日 ２０２６ 年 ２月２８日

５０３ ホテル ・ 旅館 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ （見直し） ２０１９ 年 ３月１日 ２０２６ 年 ２月２８日

５０７ 電力プラ ン Ｖｅｒｓｉｏｎ１ （新規） ２０１８ 年１２月１日 ２０２５ 年１１月３０日

商品類型 （認定基準） の有効期限の延長

◆認定基準に関する情報は （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/） をご覧 く ださい。

２０２１年３月までに有効期限を迎え る商品類型について、 見直しの検討を行った結果、 有効期限を延長する こ と

と な り ま し た。 該当する認定商品のエコマーク認定期間は、 延長後の有効期限まで継続されます。 対象と な る商

品類型と新しい有効期限については、 ウ ェブサイ ト にてご確認いただけます。

■エコマーク事務局からのお知らせ■

■事務局移転のお知らせ

公益財団法人日本環境協会は下記住所に移転いた し ます。 新事務所での業務開始は ２０１９ 年 ４ 月 ２２ 日 （月）

です。

　 　 新住所 ： 〒101-0032　東京都千代田区岩本町 １-１０-５　TMM ビル５Ｆ

移転に伴い電話番号・ＦＡＸ番号が変更と な り ます。 新しい番号はウ ェブサイ ト 、 メ ールマガジン等でご案内

いた し ます。

・ 運営委員会 （９ 月 ・ ３ 月）

・ 基準審議委員会 （年 ４ 回程度）

・ 企画戦略委員会 （年 ３ 回程度）

・ 審査委員会 （原則毎月第 ３ 月曜）

・ エコマーク大阪デス ク （原則毎月第 ３ 木曜午後）

・ エコマーク アワード （夏頃募集、 冬頃受賞者決定 ・ 表彰）

・ エコプロ展出展 （１２ 月初旬）

■ ２０１９ 年度の主な予定 （委員会、 イベン ト など）


